
























































3 ) 厚生労働省の社会保障審議会・介護保険部会「介護保険制度の見直しに関する意見J(2004 
年7月30日)による。 2003年5月27日から2004年7月30日まで16回にわたって議論した結果
がとりまとめられている。
































































8) Johnson， N. (1987) ;青木郁夫・山本隆訳 [1993Jを参照。



















































































ちの評価のポイントは 大別すると次の 4点に整理できょう O





























主張する O それは ①社会保険方式の最大の欠点として「保険料未納者コ無保険者の
発生J(低所得者層および「現役世代」の相当部分が保険料未納となる危険性)を無











15) 伊藤 [1997J第2章・第 3章・第4章を参照。
16) 二木 [1996J里見・二木・伊東[1996J109-117頁を参照。














































第4に， I新しい介護システム」のしくみと内容についてである O 主要には介護保
険そのもののもつ構造的・制度的問題とその運用，そして医療保険との関わりについ
てである O その詳細についてはここではとりあげないが 地域で暮らす要介護者にと





































































「見直しJ議論に対しては，諸国体からも多くの意見・提言がなされている o 2003 
年12月には東京都武蔵野市から『介護保険施行 5年後の制度見直しに向けて~武蔵野



















また， 21世紀・老人福祉の向上をめざす施設連絡会からは 2004年 1月に「政策提
言」が出されている O そこでは，高齢者生活施設の現状をふまえた上で， I権利とし






































































































































































ない。どちらが欠けても生活は成り立たないのである O しかも これは生活のミニマ
ムにすぎない。私たちは家の中だけで存在しているのではなく，社会の一員として地















42) 植田 [2000]I問われるホームヘルプ労働の本質」参照。植田は ホームヘルプ業務のタ
イムスタデイや事例研究にもとづき ホームヘルプ労働におけるコミュニケーションがもっ
意味の大きさについて述べている。
43) 中島・中村 [2003] を参照。





































職(月給労働者)の実賃金をみてみると， 150 ，000円 ~200，000円未満が32.4%， 200，000 























44) 介護労働安定センター [2004] を参照。















































また， r新たな課題jとして示しているのは， r介護+予防Jモデル， r身体ケア+




「要介護 1Jをこちらに移行させるという方向性が示されている O 要介護認定で「軽
度」と判定された人たちを，実質的に介護保険のサービス利用からはずしていくこと
















基盤」として， I地域の住民Jの参加に対する大きな期待がすえられている O 従来の
「老人保健事業jや「介護予防・地域生活支援事業J等を再編したサービス提供を実
施していくための担い手として， I地域住民」を位置づけ，その参加を奨励している
のである O こうした主張は， 2000年6月に名称改正された「社会福祉法」にも通ずる
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